
① 農園・施設を訪問 

農園や施設を訪問し、地域の交流を図っていきます。子ども達の

遊びを創り出す力を養う自然学校では、田植えや稲刈り、味噌づ

くり、梅干しづくりなどを体験し、季節の食材を使ってクッキングす

る「～大地の恵み～クッキング保育ゼロ実践」を取り入れていきま

す。お茶碗から立ち上る湯気やご飯の香りを五感で体感する食

事の提供、梅干しづくりや味噌づくりといった四季の中で繰り返し

自然の営みを経験することで、人が生きるために、昔から育んで

きた文化や知恵に触れる取り組みを取り入れていきます。  

 

 

月 日にち 内　容 時間 対　象 備　考

4 30(木） 遊びにおいでよ 10：00～11：00
保護者・町内未就園

児とその保護者
参観

5 14（木） ｢自分と向き合う｣ 16：00～17：00
由仁町住民

三川保育園保護者
坐禅（常福寺）

6 ２2（月）
遊びにおいでよ

（リトミック）
10：00～11：00

保護者・町内未就園

児とその保護者
参観

7 30（木） 水遊び 10：00～11：00
保護者・町内未就園

児とその保護者
水遊びに参加

8 ７(金） 七夕 16：00～17：30
由仁町住民

三川保育園保護者
ちょうちん行列、盆踊り

9 24(木） レッツダンス 10：00～11：00
保護者・町内未就園

児とその保護者
ダンスに参加

10 29(木） 焼き芋 10：00～11：00 三川保育園園児 焼き芋作り

11 19（木） 発表会見に来ませんか 10:00～11：00
三川地区高齢者

星槎道都大学
ミニ発表会開催

12 ３(金） お正月飾り作りませんか 10：00～11：00 三川保育園保護者 しめ縄飾り作り

1 2７(木） 雪板に挑戦 10：00～11：00
由仁町住民

三川保育園保護者
コアパークの山で雪板に乗る

2 26(金） 体操教室見に来ませんか 10：00～12：00
保護者・町内未就園

児とその保護者
一年間の体操教室での成果参観

3 3(水） ひなまつりをみんなで祝おう 10：00～11：00
保護者・町内未就園

児とその保護者
クレヨンカンパニー

「縫」（いこい）の日「地域開放」　　　　　担当：木村・村岡
目標

月 日にち 内容 担当クラス

4 15（水） 越冬残り野菜を使ってクッキングする 3～５歳児クラス

5 21(木） 大豆を植えてみよう 3～５歳児クラス

5 28(木） 田植えを体験しよう 3～５歳児クラス

6 18（木） 梅を漬けよう ・梅漬けとシロップ漬け 3～５歳児クラス

7 ９（木） イチゴ狩り 3～５歳児クラス

7 23（木） 夏野菜たっぷりメニューを味わう会 3～５歳児クラス

8 3（月） 美味しいとうきびを探そう ・藤田農園 3～５歳児クラス

8 ２０（木） 枝豆を収穫しよう ・羽賀農園 3～５歳児クラス

9 17（木） 稲刈りを体験しよう ・山根農園 3～５歳児クラス

10 １（金） 大豆を収穫しよう ・羽賀農園（豆腐用） 3～５歳児クラス

10 ９（金） 大豆を収穫しよう 3～５歳児クラス

10 さつまいも収穫しよう 3～５歳児クラス

11 20（金） 新米を味わう会 3～５歳児クラス

12 17（木） 冬至・かぼちゃ汁粉 3～５歳児クラス

1 21（木） 味噌を作ろう ・講師　山根 奈々さん 3～５歳児クラス

2 1８（木） お豆腐をつくろう 3～５歳児クラス

3 4（木） お茶会 ５歳児クラス
・抹茶

・お茶菓子

・食育プログラムを通して食のことを知り、食べ物を自分で選び健康的で楽しい食生活が実現できるように教育する。

・子どもが食べ物への感謝や資源を無駄にしないような食事スタイルを育むことを目指す。

・季節の食材を使ってクッキングする。

・子どもたちの遊びを創り出す力を養う自然学校

食育：　～大地の恵み～　　食材０円作戦！！

メニュー

(変更がある場合があります）

・野菜スープ　・野菜の煮物　　・ちくわの磯辺揚げ

・ラディッシュ収穫と甘酢漬け

・羽賀農園

・山根農園

・河島農園

・野菜たっぷり味噌汁・野菜の煮びたし

・厚揚げのキノコあんかけ　・スパゲティサラダ

・新米　　・野菜たっぷり味噌汁　・タラの南蛮漬け

・かぼちゃのサラダ　・大豆の五目煮

・講師　羽賀 望さん

・山根農園（みそ用）

・川端農園

・ゆでかぼちゃ　・ゆで小豆汁粉

 

 

 

令和７年度より三川保育園では、地域との交流を積極的に取り組んできました。 

二年目となる今年度も農園や施設訪問、地域開放～「縫」（いこい）の日「地域開放」、 

～大地の恵み～クッキング保育ゼロ実践など様々なイベントを通じて地域の中での交流を活発にし、 

助け合い支えあう地域づくりをすすめていけるよう、世代を超えた交流を推進していきます。 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

②異年齢交流や高齢者、未就園児との世代間交流 

地域に根ざした保育所として地域の方々とのつながりを大切にし、

関わる全ての人との触れ合いの中で向き合うこと、助け合うこと、チ

ャレンジすることの意味を大切にしていきます。三川地区住民を対象

とした園行事の参加、園児の祖父母を招待するなど、当園ならでは

のさまざまな取り組みを行っていきます。 

 

～つ な ぐ～ 


